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① 


取_扱_注_意1 

〇キーボードには電源を含んでいませんので+ 5 VDC 土 5彭、_1 2 VDC 土 IV 
の電源2個を用意して下さい0 

。 コネクター と ケーブルの 半田付部分には、チューブ等により隣接端子との シヨー ト 
を避けて下さい0 

。ケーブルは配線後、必ず見直し、誤配線を防止して下さい。 

誤配線しますと、 IC 等電気部品を破損する恐れがあります。 

。 キー ボードと装置を つなぐコネクターのケーブルの 長さは 5 0 〇丽 以下にして下さ 
い0 

〇キーボードには MOS/LS I を使用しておりますので、プリント基板の裏側に「 
MOS/L S I 保護用導電ゴム」を貼りつけてあります。使用時にはキーボードと 
装置を コネクターで 接続後、 「 MOS/LS I 保護用導電ゴム」をはがし、電源を 
投入して下さい0尚、+ 5 VDC 、 一 12 VDC の両電源は同時に投入して下さい0 

〇キーボードはジュース、水等の液体類をこぼしますと電気的、機構的に支障をきた 
すことがありますので注意して下さい0 

〇 本キーボードには専用のケースが用意（別売）されております0 
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ボード取扱説明 
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仕 様 I 

。 コードは AS C I I コードによる 7 ビッ トとハ。リティー ビッ トの8 ビッ ト 構成で正 
論理にて出力されます。 

。 データー出力は TTL/DTL コ ンパチブルです0 B 1 〜 B 7及びハ。 リ ティービッ 
卜の ファン アウトは標準 TTL 1 個です。 

。ハ 0 リティーは偶数です0 
。 回路は MOS/L S I エンコード方式です0 
°インターロックは N キーロックアウト方式です0 

〇 ストローブはレベル出力で、ジャンパー線にて正論理/負論理切換可能です 0 
。ストローブは正論理のときプリント基板上の rsT 」 と「+」を、負論理のとき「 
ST 」 と「一」を接続して下さい0 

〇 全てのキー （エンコード キ ー） はセルフリビート機能を持 つ ており、約 0.5 秒以上 
押すことにより約 0.1 秒の間隔でリピートします。 

。 シフトモードは3段で「モメンタリー」「シフト」「コントロール」で、これらは 
全てモメンタリー方式です 〇 

。 シフトケースはジャンパー線にて大文字/大文字+小文字、切換可能です 0 

大文字のみ使用のときプリント基板上の 「 CASE 」 と ru 」 を、大文字+小文字 
使用のとき 「 CASE 」 と 「 UL 」 を接続して下さい。 

尚シフトケースを切換えるときはパリティーも合わせて、大文字のみ使用のとき r 
PAR 」 と ru 」 を、大文字+小文字使用のとき 「 PAR 」 と 「 UL 」 を接続して 
下さい。 

。 電源は +5 VDC (5 0 mA ) と一 12 V (2 0 mA ) を必要とします。 

。 単線信号は S 1 〜 S 5 の 5 キーが出力されています。 

。 キヤップ式キーは透明キヤップを上側へ引張り、取はずし、内側に文字を記入した 
ラ ベルを 入れること が 出きます 0 
。 キ ー Nd 6 1、6 3、6 4 は未定義キースイッチです。 

未定義キーは MATRIX ASSIGNMENT CHART の内■印の信号が必要な時、 IC 1 
の X — Y 端子に、スイッチの両端子を直接々続して御利用下さい。 
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⑥ 


部を除く 


本キーボードからの出力信号は左頁の MATRIX ASSIGNMENT CHART の ■_ 
部分です〇 _■部の信号を必要な時は未定義キ—スイッチを御利用下さい。 


下表は MATRIX ASSIGNMENT CHART の各信号を ASC I I コードに従って2進化表示し 


たものです0 
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2 添付品一覧 


この ケースには 下表に示す部品が添付されています0 
全数揃っているか確認して下さい。 



名 称 

数量 

備 考 

① 

取付板 

2 

左右共通 

② 

ゴム足 

4 

ワッシャ入り 

③ 

ビス ( M 3) 

16 

長さ6 mm 

④ 

平ワッシャ 

12 


⑤ 

スプリングワッシャ 

12 



3 組立の前に 


AKB - 3 3 2 0 (J I S 配列牛ーボード ）、 AKB - 3 4 2 0 (AS C II 配列キーボード）専用ケ 
—スの組立法及びキーボードの収納法を説明します0 

ケース本体の下部は AKB - 3 3 2 0 、 AKB — 3 4 2 0共通となっており、図2の様にケース上部 
がそれぞれのキー配列に適合した外観上、異なる物になっています。 

AKB —3320 ffi 



AKB -342 0 用 






4 組立 

下記に示す a 〜 f の手順に従い組立てて下さい。（図中〇番号は添付品一覧表の番号と対応します0 ) 

a 取付板の取付 

図3の様にキーボ_ドパネルの両端に取付板をキーボード面からビス止めします。 









④ 


C ケース下部へのキーボードの取付 

図5の様に取付板をつけたキーボードをケース下部に上から載せ、ケース下部と取付板の穴位置 
を合わせて下からビス止めします。 

この場合の取付位置は AKB — 3320 . 外側の取付穴 

となります。 

AKB - 3 4 2 0 . 内側の取付穴 

なお、ケース上部と合わせた時、キーボードの位置調整を必要としますので、この取付ビスは仮 
止めとして下さい。 

例 ） AKB - 3 3 2 0の場合 
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図5 








ケ-ス上部の取付 

図6の様にケース下部に組込んだキーボードにケース上部を載せ （1)—(2) の II 頃にビス止め 
します。 

(注：ケース上部を載せる時は、図7の様に（イ）—（口）の順に行って下さい〇 ) 
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e キーボードの位置調整 

ケース上部取付後、ケースの牛一窓と一番外側のキートップとのすき間を調整します0 
キーボードをケースに取付けた穴は、だ円になっていますので手順 c にて仮止めしたビスの位置 
を動かし、キーボード周囲のすき間が均一になる様に調整して下さい。（図8参照） 

調整後はビスを締め固定します0 



図8 (ケース底面） 


f コネクタの接続 

装置とキーボードを接続するコネクタはケースの背面にある挿入口から出し入れします。 

以上で組立が完了です。なお、キーボードをケ_スからはずす場合には、これまで説明した逆の 
順序で行って下さい。 









